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報道関係各位 

 

2016 年 9 ⽉ 15 ⽇ 

寺⽥倉庫、森⼭佐紀個展「⼭を⾒る」開催のお知らせ 
 
寺⽥倉庫（東京都品川区）は⾃社イベントスペース「T-Art Gallery」にて、「TERRADA ART AWARD 2015」 

ミヤケマイ賞を受賞した森⼭佐紀（モリヤマ サキ）⽒の個展 「⼭を⾒る」 を、2016年9⽉27⽇（⽕）から

10⽉12⽇（⽔）まで開催します。また、10⽉8⽇（⼟）の16時より、批評家の⽵内万⾥⼦⽒をお迎えし、 

トークイベントを開催いたします。 

 

寺⽥倉庫は、本拠地とする天王洲アイルをアートやカルチャーの発信地としていくことを⽬指しており、9⽉

10⽇にはギャラリースペースと、アーティストのためのアトリエスペースが⼊居する「TERRADA Art 

Complex」もオープンいたしました。今後も国内、海外を問わず、有望な若⼿作家の活動を様々な⾓度から⽀

援し、⽇本のアート⽂化をつくりあげてきた伝統的な技術や、その魅⼒を現代に受け継ぎ、次世代や世界に発

信してまいります。 

 

 

untitled   ⾓材・漆・⾙/48.0×3.6×3.6 ㎝/2016 

 

【開催概要】 

名称：森⼭佐紀個展「⼭を⾒る」 

会期：2016年9⽉27⽇（⽕）－ 2016年10⽉12⽇（⽔） 

時間：⽉〜⽔11:00〜18:00, ⽊〜⽇11:00〜19:00 （休館⽇：10⽉3⽇） 

会場：T-Art Gallery 東京都品川区東品川2-6-10寺⽥倉庫 本社ビル2F 

⼊場料：無料 

 

トークイベント：10⽉8⽇（⼟）16:00〜（当⽇は作家も在廊いたします。） 

Facebookページ：http://www.facebook.com/terrada.art.award/ 

お問い合わせ：TEL 03-5479-0541  Email tart_gallery@terrada.co.jp 
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【森⼭佐紀、その表⾯に宿るもの】 

もし宇宙が無限⼤であったなら、夜空は眩しくて⽬を開いて⾒ていられなくなるという。私たちの頭上に広が

る夜の闇は、この宇宙が有限であること、つまりその先には決して⼿の届かない、まったく異なる世界がある

ことの証左なのだ。森⼭佐紀の作品を前にすると、そんな夜の闇にじっと⽬を凝らすような感覚が蘇る。 

彼⼥は薄く塗り重ねられた漆の層を、サンドペーパーで丁寧に研ぎ出していく。そこから徐々に浮かび上がる

のは、誰も⾒たことのない景⾊だ。遠いのか、近いのか。⼤きいのか、⼩さいのか。それらをわけ隔てていた

線はすぐに捩れ、途切れてしまう。その写真作品においても同様に、遠さと近さはたえず⼊れ替わり、⾒る者

は意味と欲望との間でふと我を失う。 

漆の語源は「麗(うるわ)し」や「潤(うるお)し」であるといわれるように、深みのある艶と光沢がその最⼤の

特徴だ。しかし彼⼥はそのような漆らしい仕上がりをあえて求めない。光を照り返すことのないその表⾯は、

⾒る者の視線すら吸収してしまうかのようにただ鈍く押し黙っている。奥⾏きのある景⾊の快楽へ向かう欲望

は、その表⾯によって何度となく引き戻される。 

それでもなお、私たちはイメージの先を、闇の先を⾒ようとするだろう。そして聞こえない呼びかけに⽿を澄

ませ、届かぬ声で呼びかけつづける。デッドエンドとしての表⾯。それは決して絶望などではなく、この世に

どうしようもなく宿命づけられた⼈間にとって、微かな希望の謂いである。 

（⽵内 万⾥⼦ / 批評家） 

 

 

untitled	 	 ⽊製パネル・漆・⾙/75.2×90.0 ㎝/2015 
 

【作家によるステイトメント】 

或る時間を経て作り出したものに⼀本の線のような存在を感じる。それは、例えば作品と⼈を繋ぐ線であった

り、⼈と⼈を繋ぐ線であったりと様々な線があるが、私の制作における線は過去と現在を繋ぐ線、そして⼈と

記憶を繋ぐ線である。漆を何度も塗り重ね、その表⾯を丁寧に研ぎ出すと、塗り重ねた漆の積層が模様となっ

て現れる。現れた模様は時間や記憶の積層、つまり⾒えない線を可視化することを⽰している。過去と現在・

⼈と記憶を繋ぐ、⾒えないけれども確かに存在している線を明らかにする事で、これまで⾒えなかった景⾊が

⾒えてくる。私はそういったまだ⾒た事のない景⾊を⾒る為に作品を作っている。 
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【作家プロフィール】 

森⼭ 佐紀  

1988 年 アメリカ⽣まれ 

2015 年 京都市⽴芸術⼤学⼤学院美術研究科⼯芸専攻漆⼯領域修了 

2012 年 京都市⽴芸術⼤学美術学部⼯芸科漆⼯専攻卒業 

 

-主な展覧会- 

2015 年 TERRADA ART AWARD 2015 ⼊選者展 T-Art Gallery/東京 

 個展「景⾊をとらえる」 gallery301/兵庫 

漆芸の未来を拓く－⽣新の時 ⽯川県輪島漆芸美術館/⽯川 

京都市⽴芸術⼤学作品展 京都市美術館/京都 

2014 年 個展「遠くと近く 紡ぐ絵」gallery301due/兵庫 

2013 年 個展「ここからの眺め」gallery301/兵庫 

「△のリンゴ–この世界を変える４つ⽬のリンゴについての仮説–」studio J/⼤阪 

SICF14（Spiral Independent Creators Festival）スパイラルホール/東京  

2012 年 個展 「たまりめ」gallery301due/兵庫 

漆芸の未来を拓く－⽣新の時 ⽯川県輪島漆芸美術館/⽯川 

京都市⽴芸術⼤学作品展 京都市美術館/京都 

 

-受賞- 

2015 年 TERRADA ART AWARD 2015 優秀賞 

京都市⽴芸術⼤学作品展 ⼤学院市⻑賞 

2012 年 京都市⽴芸術⼤学作品展 市⻑賞 

 

-その他- 

2013 年 ART OSAKA 2013 - ギャラリー301 より参加  ホテルグランヴィア/⼤阪 

 

 

格狭間窓  ⽊製パネル・漆・卵殻・⾙/12.0×33.0 ㎝/2015 

  



   
 

   4 / 4 

【寺⽥倉庫について】 

1950 年創業の寺⽥倉庫は、保管するものの本質を学び、最適な条件で保存するために、積極的な設備投資を

⾏っています。また、従来の倉庫業の枠組みを超え、保管だけに留まらず、お預かりしたものの価値を⾼めて

後世に引き継ぐための保存や修復技術の追及や、空間活⽤のノウハウを活かして⽂化発信の拠点となる事業を

積極的に進めています。特に美術品、映像・⾳楽媒体メディア、ワインといった専⾨性の⾼い商品の保存・保

管技術は、業界内で⾼い評価を得ています。 

 

社    名：寺⽥倉庫（Warehouse TERRADA） 

事業内容：保存保管業、保存保管関連事業 

代 表 者：代表取締役 中野 善壽 

所 在 地：〒140-0002 東京都品川区東品川 2-6-10 

設    ⽴：1950 年 10 ⽉ 

U  R  L：http://www.terrada.co.jp/ja/ 

 

【報道関係からのお問い合わせ】 

寺⽥倉庫 社⻑室 広報チーム TEL：03-5479-1651  e-mail：pr@terrada.co.jp 

 

http://www.terrada.co.jp/ja/
mailto:pr@terrada.co.jp

